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深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和５年１月２７日（金） 

３学期スタート ～ 今年もよろしくおねがいします。 

校長 三 村 文 弥   

 年度当初の予定より１日早まり、１月１６日（月）から３学期がスタートしました。１９日間の冬休み

の間、大きな事故やけが、病気などの報告はなく、一安心しているところです。短い３学期ではあります

が、１年間の学習のまとめと次の学年に向けた準備をする大切な学期になります。特に、３月に卒業を迎

える６年生には、思い残すことがないように、残り少ない小学校生活を有意義に過ごしてほしいと思いま

す。 

さて、冬休みの前には、「上興部小学校との統合後の教育活動に関するアンケート」や「後期学校評価

保護者アンケート」、「体罰等に関する調査」など、各種調査・アンケートにご協力いただきありがとうご

ざいました。「統合後の教育活動」については、いただいたご意見を参考にして、現在学校間で検討をし

ているところです。２月の全校参観日、また、３月に上小保護者への学校説明会を開いて、次年度の教育

活動についてご説明する予定です。また、「後期学校評価の結果」については、この後、１月３１日発行

の学校だより・１５号でお知らせいたします。 

 

「させる」から「支える」へ 

昨年、１２月１３日の朝日新聞に、『指導者が「怒ってはいけない野球大会」 褒めて楽しく、その先

に』という記事がありました。岐阜市で「絶対に怒ってはいけない学童野球大会」と銘打ち、指導者が選

手を怒るのはもちろん、相手や審判へのヤジも禁止し、選手をどんどん褒める大会が行われたそうです。

「コロナ禍で活動が減った子どもに楽しくプレーする場を用意したい」との思いから、大会規則には、ベ

ンチ入りの選手全員を起用することも入れたとのこと。試合では、「オッケー、その調子」「大丈夫、思い

切っていこう」など監督やコーチが選手を励ます声が飛び交い、ホームにかえってくる選手には笑顔でタ

ッチし、エラーしても、「いいよ、次もトライ」と決して怒らなかったと記事にあります。発案した大会

関係者は、「ミスを怒鳴りつける指導者を見る度に、それは違うと思ってきた」と話し、「大人から怒られ

たくないために練習するようになり、野球をする目的が変わってしまう。少年野球は入り口。そこが楽し

くなかったら、続かなくなる」と語ります。大会の趣旨に賛同し、開幕戦に出場した監督は、「練習はき

ついこともある。でも、楽しさがないと乗り越えられない。普段からのびのびやれる環境を意識してい

る」と言います。 

勝負事は、たしかに勝たないと面白くないし、勝たせてあげたいと思うから指導者は感情的になってし

まうのかも知れません。しかし、結果を求めすぎ、勝利至上主義に陥れば、それは指導者（大人）が主役

となり、「一体誰のための野球大会なの？」と思ってしまいます。子どもたちをたくましく成長させるた

めに、時には厳しい練習や気持ちを奮い立たせる言葉が必要になることもありますが、その指導や思い

は、どこまでも「子どもファースト・子どもが主役」でなければなりません。 

昨年１２月に、１２年ぶりに「生徒指導提要」が改定されました。生徒指導の考え方をまとめた教員

の「生徒指導のガイドライン」ですが、いじめ問題や「令和の日本型学校教育」など、学校を取り巻く

現代的な課題や社会の大きな変化に合わせて、今回大幅な見直しが図られました。児童生徒の権利の理

解や傾聴的・受容的な教育相談などが強調されており、従前の「身だしなみ」や「行動や態度」を強く

注意・指導する「させる」生徒指導から、子どもの自発的・主体的な成長や発達を「支える」生徒指導

へと変わってきています。冒頭に「絶対に怒ってはいけない野球大会」のお話を紹介しましたが、「学校

は誰のためにあるの？」ということを改めて問い直し、子どもたちも、先生たちも、安心して学び、生

活できる温かい言葉があふれる学校にしていきたいです。 

 

 



 


